
大阪府高等学校図書館研究会 

平成 28(2016)年度  第 1地区会年間活動報告 

回次 開催日 出席者 会  場 

第１回   8月 29日（月） 7名 大阪府立渋谷高等学校 図書館 

第２回 12月 14日（水） 4地区との合同 20名 大谷中高等学校 会議室 

第 回 月    日（ ） 名  

第 回 月    日（ ） 名  

第 回 月    日（ ） 名  

第 回 月    日（ ） 名  

第 回 月    日（ ） 名  

第 回 月    日（ ） 名  

●今年度研究課題（活動概要） 

・特に設定はせず 

  図書館を活性化するために何らかの話題を提供し、それについて意見を出し合う形式をもった。 

  他校図書館の見学も有意義なので、会場校になったことがない学校を候補にお願いした。 

 ・各校広報資料の紹介 

 ・おすすめ本の紹介 

 

●今年度のまとめ 

 ・他地区（4地区）の地区会に参加させていただき、大阪市立図書館の団体貸出しについて学び、 

  第 1 回地区会にて紹介した 

・学校への団体貸出制度については、公立図書館（大阪府立、大阪市立）の利用方法と内容、およ

びメリットとデメリット部分も紹介。（大阪府立図書館に講師依頼を申し込むも日程調整ができな

かったので、団体貸出を利用した事がある学校の出席者から内容を紹介した） 

 

・4 地区との合同地区会 

図書館運営について、 

各校の図書館規約等を持ち寄り、図書の除籍や廃棄の基準について意見交換。 

図書を紛失した場合の弁償方法について意見交換。  

各校の運営事情などを意見交換した。 

   

 ●次年度にむけての活動内容 

  現在の地区代表者 2人とも 3年間地区代表を続けてきたが、各校の定期試験や行事日程が異なり、

年々地区会を企画することも難しく、参加者も減少しているため、来年度の地区代表者も選出で

きない状況である。 

 

 



大阪府高等学校図書館研究会 

平成 28(2016)年度  第 2地区会年間活動報告 

回次 開催日 出席者 会  場 

第１回   4月 27日（水） 4名 大阪府立茨木西高等学校 

第２回 月    日（ ） 名  

第３回 月    日（ ） 名  

第４回 月    日（ ） 名  

第 回 月    日（ ） 名  

第 回 月    日（ ） 名  

第 回 月    日（ ） 名  

第 回 月    日（ ） 名  

●今年度研究課題（活動概要） 

 

 

 

●今年度のまとめ 

 H28 年 4月 27 日に H28 年度の地区代表を選出する会議をもちましたが、地区代表 2名＋2名（公立 

3 校私立 1校）という状態で前年度の地区委員が継続という形になりました。その後なかなか連絡が取

れずに 28 年度は地区会を実施することができませんでした。特に 28 年度は名簿への登録のできてい

ない学校が前年度よりさらに増えており今後の活動をどうしていくのか模索中です。 

 私学については民間企業へ業務委託をされているところも年々増えてきており、地区会議に出席困

難な学校も増え続けてきています。 

 

 

 

 

●次年度にむけて活動内容 

 各学校の状況調査（図書館担当者や地区会出席者等）を名簿に登録されていない学校の掘り起こし

からはじめて、夏休み（8月初旬頃）に会議を持てればと考えています。 

 

 

 

 



大阪府高等学校図書館研究会 

平成 28(2016)年度  第３地区会年間活動報告 

回次 開催日 出席者 会  場 

第１回   11月  9日（水） 7名 私立明星中・高等学校 

第２回 月    日（ ） 名  

第３回 月    日（ ） 名  

第４回 月    日（ ） 名  

第 回 月    日（ ） 名  

第 回 月    日（ ） 名  

第 回 月    日（ ） 名  

第 回 月    日（ ） 名  

●今年度研究課題（活動概要） 

テーマ：生徒利用を高める、魅力ある図書館活動とは 

・テーマに沿って、各校の現状を報告、図書館活動の情報交換を行った。 

・図書館での調べ学習については、図書館と担当教科の先生との連携が大事であるが、イメージ

の共有がなかなかはかれていない現状がある。事前に相談をしてほしいという意見が多い。 

・各校の広報紙を持ち寄り、おすすめ本について意見交換を行う。 

 

 

●今年度のまとめ 

・今年度、府立高校の地区代表がなかなか決まらず、2学期になって昨年の地区代表が引き続きす

ることになった。そのため、第 1回の地区会を 11 月に開催。次回は入試の時期と重なるので、

今年度の地区会は今回のみとなった。 

私立高校でも、図書館の運営形態の変化などで地区会議等の出張に出るのが難しくなってきてお

り、地区代表の選出が難しくなってきている。 

 

 

●次年度にむけて活動内容 

・地区代表の選出について年々難しくなってきており、また、新学期にならないと担当が決まら

ないなどの理由で選出の時期も遅くなってきている。 

・参加者も少なくなってきているが、集まれば、情報交換などができて、有意義な時間を持てる。 

今後、地区割りを拡大してはどうか、他の地区との合同での開催は等の意見がでている。 

・SNS の利用について、もっと気軽に書き込みをしたいという声がある。 

・いろいろな学校の図書館を見学したい。 

 



大阪府高等学校図書館研究会 

平成 28(2016)年度  第４地区会年間活動報告 

回次 開催日 出席者 会  場 

第１回   7月  13日（水） 19名 大阪府立市岡高等学校 

第２回  12月  14日（水） 20名 大谷中・高等学校 

第 回 月    日（ ） 名 ※第 2回は 1地区 4地区合同地区会 

第 回 月    日（ ） 名  

第 回 月    日（ ） 名  

第 回 月    日（ ） 名  

第 回 月    日（ ） 名  

第 回 月    日（ ） 名  

●今年度研究課題（活動概要） 

・テーマを決めず、図書館運営全般について困っていること、疑問に思っていることについて 

意見を出し合った。 

 

●今年度のまとめ 

・各校、図書館規約等を持ち寄り本の除籍、廃棄の基準について意見交換。 

・図書を紛失した場合の弁償方法について意見交換。 

 ・お薦めの本の紹介。 

 大阪市立図書館の職員の方に来ていただき団体貸出の説明。 

・図書館だより、通信を持ち寄り近況報告。 

・会場校の図書館見学。 

  

●次年度にむけて活動内容 

·第 4地区代表当番順番表に基づき 29 年度の当番校へ引き継ぎ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



大阪府高等学校図書館研究会 

平成 28(2016)年度  第 5地区会年間活動報告 

回次 開催日 出席者 会  場 

第１回  3月 28日（火） 7名 私立大阪聖母女学院中・高図書室 

第２回 月    日（ ） 名  

第３回 月    日（ ） 名  

第４回 月    日（ ） 名  

第 回 月    日（ ） 名  

第 回 月    日（ ） 名  

第 回 月    日（ ） 名  

第 回 月    日（ ） 名  

●今年度研究課題（活動概要） 

 主なテーマは決めず、各校の現状報告。 

 

 

●今年度のまとめ 

 2 名選出される地区代表が 1名のみの運営になり、今年度は 1回のみとなってしまったが、 

 各校の配布物の共有や活動状況を報告することにより、各学校で孤軍奮闘になりがちな司書業務を

互いに確認できた。 

 来年度は「図書館オリエンテーション」等、各校の取組について具体的に共有していきたい。 

 

 

 

 

●次年度にむけて活動内容 

 ①地区代表(2 名)の決定 

  ・第 5地区の地区代表は平成 27 年度より当番校制度をとっている。リスト順で当番校の決定。 

 ②地区代表の役割の確認 

  ・地区代表者会への参加 

  ・地区部会の開催 

  ・地区代表者会の内容を地区部会に伝える 

  ・大阪府高等学校図書館研究会に記録等の送付 

 ③地区代表校リストの配布 

 

 

 



大阪府高等学校図書館研究会 

平成 28(2016)年度  第 6地区会年間活動報告 

回次 開催日 出席者 会  場 

第１回   7月  8日（金） 11名 大阪府立みどり清朋高等学校 

第２回  11月  9日（水） 9名 大阪府立八尾北高等学校 

第３回   12月 13日（金） 10名 大阪府立山本高等学校 

第４回 月    日（ ） 名  

第 回 月    日（ ） 名  

第 回 月    日（ ） 名  

第 回 月    日（ ） 名  

第 回 月    日（ ） 名  

●今年度研究課題（活動概要） 

 第 1回…総会・地区代表者会議報告、「6地区の司書が進める本」の POP 紹介、情報交換 

 第 2回…研修会報告、「キミに贈る本大賞」アンケートの応募、情報交換 

 第 3回…大阪高図研情報交流サイト～Ponte～勉強会、情報交換 

 

●今年度のまとめ 

・各校より持ち寄った「図書館報」をそれぞれ紹介及び意見交換 

   古い雑誌の処分方法 

委員会活動について 

読書マラソンで使う通帳の例や図書館の利用状況。 

府立図書館より高校生向けのイベントの紹介、リブコの利用状況、高校向け貸出セットについ

て、学校向け団体貸出の貸出冊数について等。 

八尾北マスコットキャラクター「ページー」について。 

・「6地区の司書が進める本」の POP 紹介。電子データ配りました。 

 ・読売新聞社主催の「キミに贈る本大賞」の応募。今年は「元気をくれる本」がテーマでした。 

・大阪高図研情報交流サイト～Ponte～勉強会 

実際に Ponte を使用し、プロフィールの編集や文書・word 等の投稿の仕方を学びました。 

   

●次年度にむけて活動内容 

  今まで通り地区会でも情報交換をしていくが、Ponte も有効活用し、より密に情報交換等をしてい

きたい。 

 

 



大阪府高等学校図書館研究会 

平成 28(2016)年度  第 7 地区会年間活動報告 

回次 開催日 出席者 会  場 

第１回 月    日（ ） 名  

第２回 月    日（ ） 名  

第３回 月    日（ ） 名  

第４回 月    日（ ） 名  

第 回 月    日（ ） 名  

第 回 月    日（ ） 名  

第 回 月    日（ ） 名  

第 回 月    日（ ） 名  

●今年度研究課題（活動概要） 

 

 

 

 

 

 

 

●今年度のまとめ 

 活動休止中。 

 

 

 

 

 

 

●次年度にむけて活動内容 

 次年度もおそらく活動は休止。 

 

 

 

 

 

 

 



大阪府高等学校図書館研究会 

平成 28(2016)年度  第８地区会年間活動報告 

回次 開催日 出席者 会  場 

第１回   5月   11日（水） 14名 堺市立中央図書館 
第２回   7月  6日（水） 12名 大阪府立鳳高等学校 
第３回 10月  12日（水） 12名 賢明学院高等学校 
第４回 12月  7日（水） 11名 大阪府立堺西高等学校 

 12月 14日（水） 9名 大阪府立三国丘高等学校  
第５回   2月  1日（水） 10名 大阪府立堺西高等学校 

●今年度研究課題（活動概要） 

１．公立図書館との連絡会 

公立図書館との連絡会後、第 1回地区会開催。堺市立図書館が行っている団体貸出、電子図書館の 

利用などについて説明を受ける。図書の払い出し。図書利用についての意見交換、司書体験等のイベ

ント検討、生徒の興味関心に基づいたヤングアダルトコーナーの設置などについて。 

２．学校図書館交流会（絵本の読み聞かせ講座 参加者：生徒 30 名、教職員 9名、堺市立図書館 7名） 

名称は学校図書館交流会とする。今回男子の参加が多く（授業単位の関係から）、他校生との交流、

幅広い図書の準備もあり盛況。但しフィードバック等含め、今後のために細かい事前打ち合わせ必要。  

３．図書館運営について 

司書教諭、学校司書、共に学校図書館運営に関する経験や知識の共有、問題点の検討。 

４．情報交換 

 各種研修、総会や代表者会議、その他各校での取り組みについて。 

５．各校おすすめ本の紹介 

 教職員からおすすめや、生徒がよく手にとる本、学校図書館に蔵書すべき本など各校から紹介した。 

各校の図書館便りや新着案内等の資料交換も行った。 

６．大阪高図研 SNS の活用 

 昨年度末に利用の仕方を研修が行われたが、インターネットやコンピュータ操作に関する技術的な

問題、司書教諭の時間的な問題等もあり、有効な活用が難しい現状にある。 

●今年度のまとめ 

１．公立図書館との連絡会は、公立図書館と実際に質疑応答が行え、会議終了後には不要な書籍の払

い出しをして頂けるなど、有益な機会である。 

２．学校図書館交流会（本年度より図書委員交流会から名称変更）は、教員・生徒双方から良好な感

想が得られたが、公立図書館側の意見・反省等もしっかり聞く時間が欲しかった。（絵本の選定や指導

者の対応について）開催場所、引率の問題、行事運営時間等、年々企画運営が難しくなっている。 

３．担当者の不在・配置換え等で、図書館業務に支障がある学校も見受けられる。引き継ぎマニュア

ルは勿論、有意義な地区会の継続のためにも、地区代表輪番制が維持できる体制を模索していきたい。 

４．システムも含め、Z-PC の運用等、学校図書館を取り巻く様々な現状についての情報交換。 

５．お勧めの本を手に取って見ながらの情報交換、蔵書検討、関連書籍についてなど貴重な情報源を

得る機会である。実際に様々な学校図書館に行くことで、新しい気づきや参考点・改善点などを検討

することができた。 

６．ＳＮＳの利用の理想と現実でシステムだけが独り歩きしている部分もあり、日常的な利用の困難

さ、担当者それぞれの認識の違いを考えさせられた。 

 

●次年度にむけて活動内容 

公立図書館との連絡会並びに第一回地区会を 5月 10 日に行った。地区代表者の担当者も決定した。 



大阪府高等学校図書館研究会 

平成 28(2016)年度  第９地区会年間活動報告 

回次 開催日 出席者 会  場 

第１回   8月  1日（月） 12名 大阪府立和泉総合高等学校 

第２回  12月  7日（水） 8名 大阪府立日根野高等学校 

第３回 月    日（ ） 名  

第４回 月    日（ ） 名  

第 回 月    日（ ） 名  

第 回 月    日（ ） 名  

第 回 月    日（ ） 名  

第 回 月    日（ ） 名  

●今年度研究課題（活動概要） 

・テーマは決めず。 

  ・各校の現状報告、困っていることについての質疑応答。 

  ・おすすめ本の紹介。 

 

 

 

●今年度のまとめ 

・各校により状況はいろいろである。専任の学校司書がいないところでの無理、公立の予算の

少なさ、その中で皆ががんばっていることがよくわかった。 

また、以前に比べると参加校・参加人数は少なくはなっているが、会に参加することにより、

明日への意欲が生まれ会の大切さを実感できた。 

  ・おすすめ本の紹介により、選書の参考になった。 

 

 

●次年度にむけて活動内容 

  ・今後の地区代表者（2名）の決め方について話し合う。 

・府高等学校図書館研究会会員校の中から、地区代表校リスト順 

     →地区代を決める時期に会員であるか確認（事務局に問い合わせる） 

 ・定時制のあるところはどちらかから 1名 

 ・任期 1 年 

 ・仕事 代表者会議に出席 

     地区会議の設定、連絡、報告 

   ・地区代表校リストの確認 

 

 


